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市
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
英

国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
と
交
流
し
て

い
ま
す
。
毎
年
夏
に
高
校
生
が

来
日
し
、
市
内
の
一
般
家
庭
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
日

本
の
文
化
や
生
活
習
慣
を
学
び
、

国
際
交
流
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

海
外
の
新
し
い
友
達
・
家
族

と
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

●
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
期
間

　

７
月
下
旬
〜
８
月
上
旬

　

14
日
間（
予
定
）

●
応
募
要
件　

市
内
在
住
の
高

校
１
・
２
年
生
の
い
る
家
庭

（
平
成
25
年
４
月
現
在
）

●
申
込
方
法　

５
月
１
日（
金
）

　

ま
で
に
、
所
定
の
申
請
書
に

　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
左

　

記
ま
で
直
接
申
し
込
み
。

　
　
　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

　

一
緒
に
学
ぶ
仲
間
と
と
も
に
、

よ
り
よ
い
暮
ら
し
や
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
受
講
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

●
日
時（
月
曜
・
全
４
回
）

　

５
月
20
日
、
６
月
３
日
、

　

６
月
17
日
、
７
月
１
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所　

湯
津
上
庁
舎

　

１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

●
講
師

　

宇
都
宮
大
学
生
涯
学
習
教
育

　

研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授

　
　

佐
々
木　

英
和　

氏

●
対
象　

生
涯
学
習
や
地
域
福

　

祉
な
ど
の
地
域
活
動
を
は
じ

　

め
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り

　

活
動
に
関
心
が
あ
り
、
す
べ

　

て
受
講
で
き
る
方

●
定
員　

25
人（
先
着
順
）

●
そ
の
他　

規
定
の
単
位
を
取

　

得
す
れ
ば
、
市
の
生
涯
学
習

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

　

認
定
書
を
発
行
し
ま
す
。

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
方
法

　

４
月
１
日（
月
）〜
30
日（
火
）

　

に
左
記
ま
で
電
話
ま
た
は
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
。

　
　
　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

　
　
　
（
９
８
）７
１
２
４

　

幅
広
い
知
識
や
技
術
の
習
得

を
目
指
し
、
私
た
ち
の『
ふ
る
さ

と
お
お
た
わ
ら
』に
つ
い
て
学
び

再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
間　

平
成
25
年
６
月
〜
平

　

成
27
年
２
月（
約
２
年
間
）

●
時
間

　

午
後
７
時
〜
９
時（
予
定
）

●
場
所　

湯
津
上
庁
舎
ほ
か

●
内
容

○
一
般
教
養
科
目「
も
っ
と

　
『
お
お
た
わ
ら
』を
知
ろ
う
」

 

・
開
催
予
定
日（
水
曜
日
）

　

６
月
５
日
、
６
月
26
日

　

７
月
３
日
、
８
月
７
日

　

９
月
11
日

 

・
内
容

　

那
須
の
古
代
文
化
、
フ
ラ
ン

　

ス
学
の
創
始
者
村
上
英
俊
、

　

ふ
る
さ
と
の
詩
人
泉
漾
太
郎
、

　

関
ヶ
原
の
合
戦
と
那
須
衆

○
現
代
的
課
題
科
目『
ふ
る
さ
と

　

大
田
原
の
自
然
と
文
化
』

 

・
開
催
予
定
日（
水
曜
日
）

　

６
月
19
日
、
７
月
17
日

　

８
月
28
日
、
９
月
18
日

　

現
地
視
察（
期
日
未
定
）

 

・
内
容　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　

ン
に
つ
い
て
、
星
空
と
宇
宙

　

を
楽
し
む
、
那
珂
川
の
魚
た

　

ち
と
大
田
原
の
自
然
、
竹
工

　

芸
の
世
界

○
国
際
医
療
福
祉
大
学
と
の
連

　

携
講
座
や
市
教
育
委
員
会
主

　

催
事
業
な
ど
の
特
別
講
座

●
応
募
資
格

　

市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内
在

　

勤
の
18
歳
以
上
の
方（
原
則
全

　

科
目
受
講
可
能
な
方
）

●
募
集
定
員　

30
名（
先
着
順
）

●
受
講
料　

年
額
５
０
０
０
円

（
そ
の
ほ
か
資
料
代
な
ど
一
部

個
人
負
担
あ
り
）

●
募
集
期
間　

４
月
10
日（
水
）

　

〜
５
月
10
日（
金
）

　
　
　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

大
田
原
市
民
大
学

第
13
期
生
募
集

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
生
募
集

高
校
生
交
流
事
業

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

教
養
・
文
化

●納付方法　
 ・金融機関、郵便局、コンビニでの納付
 ・口座振替　・クレジットカード納付　・電子納付
※保険料は納付期限（翌月末日）までに納めましょう。
※保険料を納めることが経済的に困難なときには、 
　保険料の納付が免除・猶予され、保険料の未納を
　防止できる免除制度や学生納付特例制度がありま
　すのでご相談ください。

【学生納付特例申請について 】
　平成24年度に学生納付特例制度によって、保険料
納付を猶予されている方で、平成25年度も引き続き
在学予定の方には、「学生納付特例申請書」を３月末
に日本年金機構から送付します。平成24年度と同じ
学校などに在学される方は、このハガキに必要事項
を記入し返送すると、平成25年度も学生納付特例の
申請ができます。この場合は在学証明書または学生
証の写しの添付は不要です。
　また、平成25年度は学生納付特例制度を利用せず、
保険料の納付を希望される場合は納付書を送付いた
しますので、お近くの年金事務所にご連絡ください。
　はじめて学生納付特例の申請をする方は、従来どお
り在学証明書または学生証の写しの添付が必要です。

平成25年度の国民年金保険料額は15,040円（月額）

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ

　大田原年金事務所
　　　（２２）６３１３

　国保年金課　　　１階
　　　（２３）８９２８


